
　中原４号墳の出土遺物は、遺物の出土位置や時期的位

置づけの分析によって、６世紀後半と６世紀末～７世紀

初頭のものに区分できます。当古墳の被
ひ そ う し ゃ

葬者は人骨の出

土位置から３人と想定されますが、馬具と刀剣類は初
しょそう

葬

者
しゃ

（６世紀後半）と追
ついそうしゃ

葬者（６世紀末）に副葬されたも

のであることがわかりました（図１，富士市 2016）。

　ここでは数多くの出土遺物の中から馬具と刀剣を取り

上げ、中原４号墳の被葬者像について考えます。

１．馬具からみる被葬者像

　馬具は、図１のとおり、鉄製環
かんじょうかがみいたつきくつわ

状 鏡 板 付 轡（以下、

円
えんかんくつわ

環轡）と木製壺
つぼあぶみ

鐙の吊
つ り か な ぐ

金具、帯
お び か な ぐ

金具、鉸
か こ

具（バックル）

です。この種類の轡は装飾性が乏しく、報告書などでは

鉄製轡として一括して扱われることもありますが、立
たちぎき

聞

の有無や種類、鏡
かがみいた

板・引
ひ っ て

手・銜
はみ

の連結方法等によって複

数種類に区分できます。中原４号墳から出土した轡はよ

く見ると、小さな方形の立聞がつくものと、兵
ひょうごぐさり

庫鎖が取

り付くもの、大型の立聞が取り付くものの３者があり、

全く同じものが３点副葬されたわけではないことがわか

ります。ではこの形態的な違いに意味があるのか、それ

ぞれの特徴を分布などからみてみたいと思います。

　分布からみた特徴　まず、兵
ひょうごぐさりたちぎきそかん

庫鎖立聞素環円環轡です

が、全国では 100 例強が確認でき、６世紀前半から７

世紀前半まで副葬され、東日本よりも西日本に多い傾向

にあります（図２）。特に愛媛（松山・今治）に集中し

ます。中原４号墳は愛媛地域とは石室の特徴が類似し、

また農工具の副葬が多いことなど、共通点が確認できま

す（富士市 2016 の藤村氏、鈴木氏論考）。

　また、兵庫鎖立聞素環円環轡と分布傾向が類似する轡

として瓢
ひさごがた

形円環轡があります。瓢形円環轡は、兵庫鎖

立聞素環円環轡が多く出土する愛媛や岡山に集中しま

す。さらに瓢形円環轡が出土した古墳は小規模古墳であ

りながら、鉄
て つ か じ

鍛冶関連遺物が副葬されることが多いこと

が注目できます。瓢形円環轡は兵庫鎖立聞素環円環轡か

ら派生した可能性が高く、両者を副葬する古墳には関連

性が考えられ、その関連性とは鍛冶技術を有する（大谷

2008）ことではないかと考えます。それを証明するよ

うに中原４号墳では鍛
か じ ぐ

冶具が出土しています。

　つぎに、小
こ が た く け い た ち ぎ き

型矩形立聞円環轡ですが、円環轡 1200 点

の中で 100 例に満たないもので、本来は吊金具や兵庫

鎖が取り付くものですが、この轡にはそれらがありませ

ん。同様の類例は 20 例ほどで、分布をみると（図２）、

九州と東海に多い傾向にありますが、兵庫鎖立聞素環円

環轡とは分布の傾向が異なるため、別の職業（役割）な

どの共通性があるのではないかと考えています。

　さらに、鐙は鋲
びょう

に見えるように内側からたたき出した

疑
ぎ じ び ょ う

似鋲をもつものですが、これは全国的に 10 例ほどの
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図 1　初葬者・追葬者に副葬された刀剣と馬具
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出土で近畿地方で変遷が追えることから畿内王権から配

布されたものと考えています（大谷 2016）。

　このように馬具からみると初葬者は鍛冶技術などを

もって畿内王権と結びつきをもっていたと考えます。

　一方、追葬者に副葬された大
おおがたくけいたちぎき

型矩形立聞円環轡は、６

世紀後半以降日本列島で最も多く出土する轡のひとつ

で、東駿河で最も多く出土する轡のひとつです。上記の

２者が東駿河では唯一の事例であるのに対し、大型矩形

立聞円環轡は東駿河で一般的な轡です（図３）。また、

大型矩形立聞円環轡は、馬具が多く出土し、牧の存在が

推定される群馬、長野、山梨で多く確認されるため、東

駿河にも牧がおかれた可能性が考えられます。さらに、

鉄製轡は金
こんどうそう

銅装轡より実用的な馬具と考えられ、大型矩

形立聞円環轡は規格性が高く、生産地が限られたか、畿

内王権からの見本をもとに地方で生産された可能性が想

定されます。それらが集中する東駿河は、王権に直属す

る騎馬軍団が存在した可能性が想定されています（岡安

1986）ので、追葬者は、東駿河の他集団と規格性の高

い轡を共有し、王権の軍事的な側面を担ったと考えます。

　階層的位置　中原４号墳では３種類の轡が出土し、そ

れぞれで特徴が異なることを明らかにしました。しかし、

一方で３者に共通するのは、辻
つ じ か な ぐ

金具・雲
う ず

珠や杏
ぎょうよう

葉という

装飾性の高い馬具を有さないことです。中原４号墳の出

土馬具からどのように馬に装着していたかを図４に復元

しました。顔の部分（面
おもがい

繋）のみに金属製の馬具を用い

る簡素なもので、「面
お も が い ば そ う

繋馬装」と呼ばれることもあります。

同時期の県内の古墳である、掛川市宇
う と う が や

洞ヶ谷横
よ こ あ な ぼ

穴墓や静

岡市賤
しずはたやま

機山古墳では、豪華な金銅装馬具が副葬されてい

ます。このように同時期の古墳と比較すると、馬具の材

質や種類などから階層的には上位に位置づけることはで

きないことがわかります。

　３組の馬具からみた被葬者像　中原４号墳のように鉄

製轡を３組も有する古墳は国内を見渡しても多くはな

く、県内では最上位の古墳である賤機山古墳に次ぐ多さ

です。宮代栄一氏は小規模でありながら鉄製馬具を複数

副葬する古墳は馬具が多く出土する長野県に多いことか

ら馬
ば ひ つ せ い さ ん

匹生産を担った集団と関係する（宮代 2015）と指

摘していますので、３組出土の中原４号墳の被葬者集団

は馬匹生産にも関係していたことが想定されます。

図 3　東駿河の環状鏡板付轡の種類別出土数

図 2　初葬者に副葬された轡の分布
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